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  これまで Carbon Nanotubes, Graphite, Graphene 更にポリアクリニトリル(PAN)や、Pitch等を
原料とする様々な炭素繊維を走査型アトムプローブ(SAP) の特性を生かして原子レベルの分解能
で調べてきた。この度はオーストラリアの Deakin 大学より３種類の炭素繊維が提供されたのでこ
れらの分析し、その結果を報告する。それらは、高温炉より取り出された繊維 H、その後電解法
により表面に酸素を吸着させた繊維 O、その表面に極薄く Epoxy を塗布したもの Eである。分析
は供給された繊維を何の処理もせずにそのまま試料台に装着した。繊維 H の場合は、 分析前の
予想では全ての炭素原子は酸素と結合しており、水素は検出されないと考えられていた。ところ
が、予想に 
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H が、予想に反して大量の水素が検出されている（図１）。また。ほとんど全ての炭素原子は酸素と
結合しているのは予想通りである。繊維 O の場合は、表面に吸着した酸素が内部の酸素にどの 

ど、 

図１．繊維 Hのマススクトル。 

SS 様な効果をもたら
すのかが注目さ
れた。予想に反し
て、多くの炭素原
子は単体で検出
され、そのマスス
ペクトルは清浄
な炭素繊維に近
い。繊維 Eのマス
スペクトルは図
２によく似てお
り、Epoxy による
変化は確認でき
なかった。現在
Deakin 大学にお
いても炭素繊維
のアトムプロー
ブによる分析は
進められている
が、機種も試料も
で覆われている
ものの、SAP の分
析は先端より進
むので 

図２．繊維 O のマススペクトル。 

異 異なるので直接的に比較は出来ないが、酸素や水素を含むイオンが検出されている。しかし、本
分析で検出された酸素や水素の量は Deakin 大学より多い傾向にあるので、この点は今後の課題と
なる。 
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